
 

 

 

地域自主防犯活動活発化促進事業 

実施結果報告書 

 

１団体名 長久手市市民活動 桃の木ボランティアクラブ 

２事業名 子供会との合同パトロールをとおして、犯罪のない安全なまちづくり活動 

３事業実施 

結果 

１ 夏休みの子供会合同パトロールの実施 

  桃の木ボランティアクラブでは、10 日に１回の割合で昼夜２回の防犯

パトロールを実施しています。 

今回、親子で防犯意識を持ってもらうことを目的として、夏休み子供会

合同パトロールを行いました。５回の実施で、親子合わせて延べ 80 名程

の参加者がありました。 

実施にあたっては、子供が興味を示すように、子供用防犯ビブスと軽量

防犯マイク、点滅型防犯警戒棒、ホイッスル等を用意しました。 

子供たちは、マイクを片手に「防犯パトロールを行っています」と連呼

し、防犯警戒棒を振り、楽しみながらの活動が出来ました。 

また、ボランティアの会員にとっても子供たちから刺激を受け、新鮮な

気持ちで活動を行うことができました。 

    

 

 

 

 

 

 

２ 地域における防犯啓発活動 

（１）子供会の行事における防犯啓発活動 

   夏休みの流しそうめん会（子供会・桃の木ボランティア共同主催）の

実施に合わせ、防犯啓発活動を実施しました。 

   当日は市長の来場もあり、地域交流活動と防犯活動に理解をいただい

たことで活動の励みとなりました。 

＜防犯啓発活動＞ 

・会場に防犯のぼりの設置 

・防犯ティッシュの配布 

出陣式 パトロールの状況 



    

      

 

         

 

 

 

 

 

 

 

（２）自治会主催の草刈り作業後の防犯講習会 

    地区の草刈り（年２回）後に、防犯講習会を実施しました。 

    独自に作成したパンフレットとポケットティッシュで防犯啓発の活

動を行いました。 

      
 

 

（３）防犯講習会及び防犯パトロール 

   年末年始に向けて、ボランティアクラブ主催により、防犯講習会及び

防犯パトロールを実施しました。 

長久手市安心安全課から講師を招き、高齢者向けのテーマを設け、ビ

デオ上映を行いました。その後、参加者全員で地域の防犯パトロールを

実施しました。 

   自治会から参加者を募ったところ、日頃防犯パトロールの経験が無い

方の参加者もあり、体験的にパトロールを体験して頂きました。 

   こうした組み合わせは初めてのチャレンジでしたが、予想以上に地域

の方が参加していただけたことに、手応えを感じました。 

   ボランティアクラブの高齢化と、それに伴ってフットワークが落ちて

いく中で、10 日に１回のパトロールの在り方と講習会という手法の可

能性を感じることができました。 

   

桃の木ボランティア 

流しそうめんの様子（会場に防犯のぼり設置） 

講習会の様子 啓発チラシ等 



            

  

 

４成果と課題

及び今後の

取組み 

（１）事業実施の成果及び課題 

ア 成果 

子供達は、夜警パトを通じて、楽しみながら防犯意識を考えてもらう

ことができました。 

また、あまり防犯活動に対して関心を示さなかった住民に対しても、

防犯講習会、防犯パトロールを通じて理解を得ることができました。 

 

イ 課題 

日頃のボランティアクラブの活動を通じて、地域の反応がいま一つ感

じられないのが実感です。地道な活動が重要であるが、防災・防犯に対

する意識を正確に把握し、住民のニーズに応える必要性を感じました。 

 

（２）今後の取組み 

ボランティアクラブを中心とした活発な活動を展開し、地域としての

防犯意識を高める必要があり、次の点を意識し取り組みたい。 

・ボランティアクラブの活発化を進める。 

・自治会、子供会等と連携し、地域としての防犯意識を高める。 

 

 

防犯啓発グッズ 講習会の様子 

講習会の参加者 パトロールの様子 


